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第６回「防災ボランティア活動検討会」 

議  事  次  第  
 

平成１８年８月２５日（金）１０：３０～１６：００   

名古屋大学環境総合館（愛知県名古屋市）   

 

開会（10：30～10：35）  

・ 内閣府あいさつ  

・ 全体会司会者の紹介   

 

１．全体会 午前の部（10：35～11：25）  

・ 前回検討会のふりかえり（議事要旨）  

・ 話題提供１ 「迫り来る東南海地震に向けて」  

中村浩二氏（内閣府 地震・火山担当参事官補佐（東南海地震担当））  

・ 話題提供２ 「平成 18 年度 7 月豪雨におけるボランティア活動」  

 渋谷篤男氏（全国社会福祉協議会 全国ボランティア活動振興センター所長）  

・ 話題提供３ 「愛知県内における防災ボランティア関連の取り組み」  

 福和伸夫氏（名古屋大学大学院 環境学研究科教授）  

 

・終了後、分科会移動  

 

２．分科会（11：30～15：00）  

・ 分科会１「防災ボランティアの安全衛生管理について」  

・ 分科会２「県境を越える規模の大災害におけるボランティアの広域連携」  

・ 分科会３「防災ボランティア活動の反省・教訓と活動への反映」  

・ 分科会４「災害時要援護者対策と防災ボランティア活動」  

 

各分科会で昼食  

 
３．全体会 午後の部 （15：10～16：30）  

・ 各分科会の報告  

・ 全体での討議（次年度に向けての討議等）  

・ 閉会（16：30）  
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要旨 
 

第５回防災ボランティア活動検討会 要旨 
防災ボランティア活動検討会事務局  
（株式会社 ダイナックス都市環境研究所） 

 

１．前回プログラム 

 
１．今年の豪雪で明らかになった課題と今後の対応について（10：35～11：15）  

・ 話題提供：上村靖司氏（長岡技術科学大学助教授） 
 
２．災害ボランティアの安全管理について（11：15～11：45）  

・ 話題提供①：岡野谷純氏（ＮＰＯ法人日本ファーストエイドソサェティ理事長） 
・ 話題提供②：丸谷浩明氏（京都大学経済研究所最先端先端政策分析研究センター教授） 

 
３．防災ボランティア関係の話題提供（１） （11：45～12：00） 
・ 話題提供：内閣府防災担当（災害予防担当） 

 
昼食（12：00～13：00） 

 
４．県境を越える規模の災害に対するボランティア活動環境について 

～東海地震を例にして～（13：00～14：00） 
・ 話題提供①：小野田全宏氏（ＮＰＯ法人静岡県ボランティア協会常務理事） 
・ 話題提供②：岩田孝仁氏（静岡県防災局防災情報室長） 
・ 話題提供③：内閣府防災担当（地震・火山対策担当） 

 
５．防災ボランティア関係の話題提供（２） （14：00～15：30） 
・ 話題提供①：平島徹氏（全国社会福祉協議会全国ボランティア活動振興センター） 
・ 話題提供②：阿部陽一郎氏（中央共同募金会）・石井布紀子氏（（有）コラボねっと） 
・ 話題提供③：内閣府防災担当（災害応急対応担当） 
・ 話題提供④：鷹見恭平氏（総務省消防庁防災課） 

 
６．全体のふりかえりと次回検討会について（15：30～17：00） 
・ 内閣府より次回の開催概要を説明 
・ 質疑応答・意見交換 
・ 閉会（17：00） 
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要旨 

２．全体討論のとりまとめ 

 
■特定テーマに関するグループ討議について 
・ 検討会メンバーを中心に実施していくものであって、内閣府に承認してもらわなければできないというも

のではない。 
・ 分科会という言い方ではなくて、特定の活動について協力するメンバーやグループを募っていく。結果等

については全体にフィードバックしていくしくみとする。 
・ 基本的に、外部講師等の謝礼、メンバーの旅費負担等は事務局から支援しない。 
・ 幹事役、副幹事役を決めて、討議内容などはとりまとめる。 
 
【検討会出席者から承認されたテーマ】 
①災害ボランティアの安全衛生 
・ カトリーナ対応イニシアティブの翻訳等も含めて検討していく 
・ 安全衛生関係の研究分野、もしくは工業分野の関係者と情報交換する機会を設ける 
・ 岡野谷氏提案のグループは別途作業を進めていく 
②広域連携、広域連携の情報の在り方について 
③減災、平時の防災活動の重要性、情報発信について 
④失敗事例の検証・分析、情報共有について 
⑤企業等とボランティアの連携について 
・ 企業、外部団体を一つの大きなくくりとし、その中でサブグループとして、自治体、ＣＢＯ、企業などの

グループをつくっていくことにする。 
 
■メーリングリストの運用について 
・ 大規模災害に限定して、情報共有を図っていくためにメーリングリストを運用していく。（決議事項） 
・ 運用方法は世話人（幹事）を中心にルールを確定していく。 

¾ 情報共有が必要な場合は幹事から案内を出して、情報共有を進めていく。 
¾ 広く一般に公開してもおかしくないと思われる情報は関しては、転載可能にできたほうがよい。その

ためにオフィシャルに流してほしい情報と流してほしくない情報を明記する。 
 
■そのほかに出てきた話題 
・ 検討会メンバーやボランティア関係者が地域で行政と連携した会議等を開催する場合、検討会の名義や協

力要請ができるルールをつくってはどうか。内閣府ウエブサイトで公開することで関係者の共有財産にな

る。 
→次回以降の検討課題としたい。部会での作業進捗等と調整しながら、検討する。 
・ 来年２月に一泊二日で２回めの広域連携の東海地震に備えるボランティアの連携訓練の紹介と検討会に対

して協力要請。内閣府からの協賛・後援など応援のしかたについて検討していただきたい 
→広域についての分科会（部会）で議論していただき、次回のときに分科会からの要望についてメモにして出

していただいて、その上で議論していただく。 
 

平成１８年８月１８日 
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平成１８年 災害ボランティアセンター設置状況  

（平成１８年沖縄県長雨災害、平成１８年７月豪雨災害）  

 

 

防災ボランティア活動検討会 事務局  

株式会社 ダイナックス都市環境研究所  

 

都道府県  市町村  災害ボランティアセンター名  期間  活動人数

沖縄県  －  沖縄県災害ボランティアセンター  6 月 16 日～7 月 28 日  詳細不明

長野県  －  長野県災害ボランティアセンター  7 月 19 日～8 月 11 日  8,932 人

長野県  岡谷市  岡谷市災害救援ボランティアセンター 7 月 19 日～8 月  9 日  6,409 人

長野県  諏訪市  諏訪市災害ボランティアセンター  7 月 22 日～7 月 28 日  1,265 人

長野県  下諏訪町  下諏訪町社会福祉協議会に災害ボラン

ティアセンター  

7 月 22 日～7 月 30 日  173 人

長野県  辰野町  辰野町災害ボランティアセンター  7 月 23 日～7 月 31 日  183 人

長野県  箕輪町  箕輪町災害救援ボランティアセンター 7 月 23 日～7 月 31 日  902 人

島根県  出雲市  出雲市災害ボランティアセンター  7 月 20 日～7 月 30 日  1,390 人

島根県  松江市  松江市社協 災害救援ボランティアセ

ンター  

7 月 19 日～  詳細不明

鹿児島県  出水市  出水市豪雨災害ボランティアセンター 7 月 24 日～8 月  2 日  3,502 人

鹿児島県  大口市  大口市災害ボランティアセンター  7 月 26 日～8 月  3 日  508 人

鹿児島県  さつま町  さつま町災害ボランティアセンター  7 月 24 日～8 月  2 日  2,611 人

鹿児島県  薩摩川内市  薩摩川内市災害ボランティアセンター 7 月 25 日～8 月  3 日  320 人

鹿児島県  湧水町  湧水町豪雨災害ボランティアセンター 7 月 25 日～7 月 31 日  1,437 人

鹿児島県  菱刈町  菱刈町豪雨災害ボランティアセンター 7 月 27 日～8 月  1 日  137 人

宮崎県  えびの市  えびの市災害ボランティアセンター  7 月 24 日～7 月 26 日  185 人
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1

自律的防災まちづくりのための
ヒト・コト・モノ・カネ作りと

気づき・学びによる防災ＰＤＣＡ

自律的防災まちづくりのための
ヒト・コト・モノ・カネ作りと

気づき・学びによる防災ＰＤＣＡ

2006.8.25 第６回防災ボランティア活動検討会

名古屋大学大学院 環境学研究科 都市環境学専攻

福 和 伸 夫

2

減災のための
４極構造 ヒト

コト モノ

カネ

考える

作る

売買

稼ぐ

社会
貢献

研究

資金
獲得

教育

土木
建築

地球

経済
社会

教育
心理

工法
耐震

制度
研究

補助
リスク
移転

人材
意識

教材
啓発法
教育法

お得感
の醸成

啓発の
担い手
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3

大学として

• 防災に係わる既存学問の教育、
体系理解科目の開講、人材育成

• 地震・耐震・防災などの研究と
安全・安心プロジェクト

• 研究成果の普及・活用法の検討、
自治体などの支援、講演会など

• 防災に係わる競争的資金の積極
的獲得と防災ビジネス

大学のあり方を考えるモデル

土木
建築

地球

経済
社会

教育
心理

4

研究の連携

名古屋大学・環境学研究科
土木
建築

地球

経済
社会

教育
心理

人間
社会

地球 都市災害

情報

リスクコミュ

ニケー

ション

防災コミュ

ニティ

安全
安心学
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5

大学発の三位一体の学民官産協働

環境学研究科

人間

都市地球

様々な防災情報が表示可能
（被害予測や地質図など）

航空写真と建物概形のポリゴンデータを重ねた
「実感できる」高解像度地理情報マップ

登録された防災情報をクリックして表示

行政・住民のための地域ハザー
ド受容最適化モデル創出事業

中京圏地震防災
ホームドクター計画

研究成果の総合化・還元

住 民

媒介者

専門家

専門家

研究者

行政
職員

技術者

一般行政マン
自主防災会・消防団
防災リーダー
防災ボランティア
教育者
企業防災担当・労組
農協・生協
学生サークル
マスメディアなど

啓発・育成

安全安心
プロジェクト

ヒト
人

モノ
システム

コト
研究

耐震実験施設の効率的運用による東
海地域の地震災害軽減連携融合事業

名大・名工大・豊橋技科大・
愛知県・名古屋市＋α

耐震改修法開発

6

耐震化推進のハードル

• 住民・専門家の意識
意識・心を変える

• 耐震化を進める法制度・仕組み
耐震改修促進法

• 安価で効果的な耐震工法を作る
耐震化アイデアコンペなど

• 経済的なインセンティブ
耐震改修補助

「意識」の問題が最も重要

工法
耐震

制度
研究

補助
リスク
移転

人材
意識
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7

防災意識の啓発

• 防災の担い手作り
防災カレッジ、防災まち作りアドバイザー、
耐震アドバイザー、防災アカデミー他

• 防災教育カリキュラム
体感型・対話型教育の重要性
親子防災教室、高校生防災リーダー

• 教材作り：ぶるるシリーズ

• 耐震化のお得感を知らせる
数字の大事さ

防災の担い手をどう作るか

教材
啓発法
教育法

お得感
の醸成

啓発の
担い手

8

人作りに関する行政の取組

• 小学校での親子防災スクール

• 地震に強い住宅の夢図画コンクール

• 高校生防災セミナー

• 防災カレッジでの防災リーダー養成

• 災害ボランティアコーディネータ養成

20



9

技術者 行政

防災の仕掛け人

商工会

防災
リーダー

行政

意識を変える大学発の連携

大学

豊技大

愛工大
名工大

三重大

企業
学生

サークル

ＮＰＯ

マスコミ 農協
生協
労組

教師

自主防
消防団

住民

名大

専門家

防災研究成果普及事業

教材作成

10

マスコミとの連携
ＮＳＬ：Network for Saving Life

• 2001年にスタート
• 月に１回、オフレコで研究会
• 年に１回、１日新人記者研修
• 年に１回、夏合宿、地域の防災対応をチェック

大学メディア 行政

対立関係

市民

専門性と公共性、クッション役

大学と市民をつなぐ

信頼関係
競争の外
オフレコ

防災への責任感
Product out → Market in

PureScience → Disaster 
Mitigation

21
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新聞記事にも変化が！（中日・東京新聞の記事数）
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12

学校教育の役割

• 教師は国民１００人に一人

• 学校は地域の中心

• 防災を利用した教育改善

防災学

ヒト
保健・医学

モノ
技術家庭・図画

コト
地学・物理

カネ
社会・経済・法律

実践する

命を守る

備える
理屈を
知る

社会と地
域を知る
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△○△△◎

ボランティア活動
タウンウォッチング

ＤＩＧ・ワーク
ショップ

防災マップ作り
家族会議

実践する

○△◎△○

情報収集
教材作り（カルタ・
紙芝居・体験記）
我が家の耐震対策

防災マニュアル作り

備える

○○○◎△

都市化と災害
災害史・文化形成

防災行政・まち作り
世界の災害

社会・地
域

を知る

○○◎

地球の成立ちと地震
地形の成立ちと揺れ
地震・津波の発生

波の伝播
被害の発生原因

理屈を知
る

◎△○

地震時の対応
避難・消火方法

避難生活
救命・救急方法

命を守る

公民
倫社

歴史地理物理
地
学

図工
美術

英語国語
保健
体育

技術
家庭

社会理科
ＨＲ

防災訓練
総合学習

学習項目目的

防災教育カリキュラム

14

耐震化促進：建物が壊れる理屈を解説

手回しぶるる

台車ぶるる

紙ぶるる

23
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技術者 行政

媒
介
者

防災
リーダー

大学

建設・住
宅会社

ＮＰＯ

ＴＶ局等

教師

住
民
・
生
徒

振動論教育
用実験教材

制震・免震
等新技術
の学習

耐震化促進
の啓発教材

博物館
展示会

建築家
養成

技術者
生涯学習

防災リー
ダー養成

専門家

建設家
耐震・免震・制震

技術の解説

小・中・高校での
防災教育教材

防災啓発番組の
解説用の道具

地震に関わる
現象の科学展示

住民啓発用
の道具

市民講演会・展示会での啓発用教材

eラーニング教材

「ぶるる」を使った防災力向上

耐
震
化
と
防
災
対
策
の
促
進

16

気づき・学びから対策が始まる
気づき＝意識
何が起こるかを知る

学び＝知識
何故起こるかを知る

対策・戦略＝認識
何をすれば良いかを知る

実践
具体的対策へ

防災のＰＤＣＡ
（TQC=Total Quality Control）

対策

改善

点検

実践

気づき

学び

想像力想像力
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17

地域主導の防災まちづくりへ展開

18

ＮＰＯによる防災まちづくりキャラバン隊

防災力（吉良町宮崎地区）

3.74 4.37

4.75

5.89

6.24
5.15

5.95

7.16

5.10

自己採点(自助）

自己採点(共助）

家屋等の安全

備蓄

避難･避難所災害弱者

地域のつながり

火災

連絡方法

ワークショップ①
認識の共有

ワークショップ②
計画策定

ワークショップ③ 実践

気づき

診断

25



19

名古屋市防災安心まちづくり
行政との連携に基づきながら、平
常時に地域が主体的に取り組む
様々な防火防災活動を「防災安心
まちづくり運動」として位置付け、
東海・東南海地震を始めとした大
規模災害や日常の生活を脅かす
放火など各種災害に備えるため、
地域と行政が協働して安心で安
全 な まちづ く り に取 り 組 む 。

20

主役である住民への応援・助言役

防災リーダー

町内会
自主防災会

住民

耐震アドバイザー

防災まちづくり
アドバイザー

愛知県
市町村

災害ボランティア
コーディネータ

啓発

まちづくり

耐震化

災害救援

防災局

建築局
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21

防災教育・啓発の場作り

22

地域防災に対する福和の考え

東京志向研究 →地域志向研究
トップダウン →ボトムアップ 公助の限界

縦割・横割 →協働 専門家・媒介者・市民

先端研究 →底上げ研究 砂上の楼閣的技術の反省

ソフト →ハード 利用技術から本質の理解への回帰

科学報道 →社会報道 社会を動かすことが防災

少数の専門家 →多数の市民 地べたの強さ＝地域力

Product Out →Market In 独りよがりな社会貢献は迷惑

研究 →実践・啓発 減災のための実践・啓発行動

守り →攻め 座して死を待つな！

芸者 →幹事役 コメンテーターからコーディネータに

主役 →脇役 応援団に徹し社会の潤滑油に！
27



 

平成１８年８月２５日 

第６回防災ボランティア活動検討会 参加者一覧 
内閣府（防災担当） 

 
ボランティア活動者・関係者（五十音順） 分科会

1 市川 啓一 株式会社 レスキューナウ 代表取締役 2 
2 五辻  活 パルシステム生活協同組合連合会 災害対策専門員 2 
3 上原 泰男 特定非営利活動法人 東京災害ボランティアネットワーク 事務局長 4 
4 植山 利昭 神奈川災害ボランティアネットワーク 副代表 2 
5 宇田川規夫 神奈川県災害救援ボランティア支援センターサポートチーム 1 
6 岡坂  健 情報ボランティア関係者 2 
7 岡野谷 純 特定非営利活動法人 日本ファーストエイドソサェティ 代表 1 
8 小野田全宏 特定非営利活動法人 静岡県ボランティア協会 常務理事 2 
9 鍵屋  一 特定非営利活動法人 東京いのちのポータルサイト／板橋区職員 3 
10 川上 哲也 特定非営利活動法人 Ｖネットぎふサポートコムネット 4 
11 栗田 暢之 特定非営利活動法人 レスキューストックヤード 代表 2 
12 澤野 次郎 災害救援ボランティア推進委員会 事務局長 1 
13 中川 和之 時事通信社 防災リスクマネジメントWeb編集長 3 
14 永易 英寿 新居浜災害を考える実行委員会／新居浜市社会福祉協議会 4 
15 洙田 靖夫 医師／労働衛生コンサルタント 1 
16 南部美智子 特定非営利活動法人 災害ボランティアネットワーク鈴鹿 代表 3 
17 秦  好子 ＪＦＦＷ（ジャパン・ファイヤ・ファイティング・ウィミンズ・クラブ） 1 
18 福田 伸章 特定非営利活動法人 東京災害ボランティアネットワーク 事務局 3 
19 藤田  治 特定非営利活動法人 千葉レスキューサポートバイク 1 
20 村野 淳子 大分県ボランティア・市民活動センター／大分県社会福祉協議会 4 
21 矢野 正広 特定非営利活動法人 とちぎボランティアネットワーク 事務局長 2 
22 稲垣 文彦 中越復興市民会議（山岸孝博代理） 3 
23 山崎水紀夫 特定非営利活動法人 ＮＰＯ高知市民会議 代表理事 4 
24 山本 康史 三重県防災ボランティアコーディネーター養成協議会 4 
25 吉田 公男 ハートネットふくしま 代表 4 
26 長峰健太郎 京都災害ボランティアセンター 副理事長（吉村雄之祐代理） 3 
27 渡辺 善明 特定非営利活動法人 YMCAよこすかコミュニティサポート 3 

 
有識者（五十音順） 分科会

1 渥美 公秀 大阪大学コミュニケーションデザイン・センター 助教授 3 
2 小村 隆史 富士常葉大学 助教授 1 
3 菅 磨志保 大阪大学コミュニケーションデザイン・センター 特任講師 2 
4 高梨 成子 防災＆情報研究所 代表 2 
5 立木 茂雄 同志社大学 教授 4 
6 干川 剛史 大妻女子大学 教授 2 
7 丸谷 浩明 京都大学経済研究所 先端政策分析研究センター(CAPS) 教授  4 
8 山崎美貴子 神奈川県立保健福祉大学 教授／東京ボランティア・市民活動センター 所長 4 
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オブザーバー（五十音順） 
1 渋谷 篤男 社会福祉法人 全国社会福祉協議会 全国ボランティア活動振興センター  

 
関係省庁（内閣府防災担当以外） 

1  内閣府 国民生活局  

2 中村 浩二 内閣府 地震・火山担当参事官補佐（東南海地震担当） 

3 鷹見 恭平 総務省消防庁 国民保護・防災部 防災課 地域防災係 

4  総務省 総合通信基盤局 総務課総括係主任 

5  国土交通省 

6  厚生労働省 

7  文部科学省文 教施設企画部施設企画課 防災推進室 

 
話題提供（メンバー、関係省庁、オブザーバーを除く） 

1 福和 伸夫 名古屋大学 教授 

2 深尾 昌峰 きょうとＮＰＯセンター常務理事・京都市災害ボランティアセンター事務局長 

3   

4   

 
内閣府（防災担当） 

1 西川  智 政策統括官付参事官 

2 青木 栄治 政策統括官付企画官（災害予防担当） 

3 渡部  元 政策統括官付参事官付補佐（災害予防担当） 

4 藤田  亮 政策統括官付参事官付主査（災害予防担当） 

 
事務局 

1 山本 耕平 株式会社 ダイナックス都市環境研究所 代表取締役所長 

2 西宮 幸一 株式会社 ダイナックス都市環境研究所 取締役 

3 山野下仁文 株式会社 ダイナックス都市環境研究所 研究員 

4 津賀 高幸 株式会社 ダイナックス都市環境研究所 研究員 

5 片野奈保子 株式会社 ダイナックス都市環境研究所 研究員補助 

6 赤星  心 株式会社 ダイナックス都市環境研究所 客員研究員 
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